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組織（12 月度 ）
組合員数 12,088 名

加入 44 名 脱退 47 名
共同購入（１月度 ）
利 用 高 ２億 1,922 万 9,206 円

１世帯当たり 18,136 円
グリーンシステム（12 月度 ）
Ｒ び ん 回　収 17,349 本

回収率 96.9 ％
紙パック 売却金 7,110 円

回収率 71.3 ％
ピッキング袋 回収率 26.0 ％

福祉基金（12 月度 ）
賛同者数 2,878 名 賛同率 22.6 ％

エッコロ（12 月度 ）
加入者数 3,793 名

加入 ５ 名 脱退 ６ 名
生活クラブ共済 ハグくみ（11 月度 ）
加入件数 1,293 件

CO・OP共済（11 月度 ）
保有件数 たすけあい 3,426 件

あいぷらす 1,847 件

電気の共同購入  （10 月 ）
〈 供給契約者数 〉 776 名

〈 電源構成比  速報値 〉
10 月は約８割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。
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　新年、明けましておめでとう

ございます。2026 年を迎え、

皆さんが心身ともに健康で良き

一年を過ごせることをお祈り申

し上げます。

　生活クラブの配送エリア組合員数は、昨年まで

の直近５年間において、コロナ禍における宅配需要

の高まりをピークとした12,904人から年々減少し、

25年 12月期現在、12,088 人となっています。共

同購入による消費材の安定供給を維持するためには

13,000人が理想ですから、現状の組合員数は事業

運営上の大きな課題です。

　ここ数年、組合員の増員（拡大）が計画通りに進

まず減少に傾いている要因のひとつに、物価高が挙

げられます。総務省発表による消費者物価指数は、

20年を 100とすると、25年４月では111.5とい

う状況であり、これを受けて一般世帯における消費

動向は全般的に抑制傾向で、特に食品や日用品で顕

著となっています。一般世帯における食に対する優

先順位、関心が低調であると窺えますが、過去数十

年における組合員数の推移は一般の経済状況や動

向に影響されることもあるため、これは無視するこ

とができません。しかし、昨今の食品や日用品にお

ける価格高騰の背景には、世界各地で起こっている

戦争や紛争で航路や空路を迂回することによる輸送

費の増大や、気候変動の影響により農業・漁業・畜

産業で予定した収量を十分に確保できない等々があ

新春に寄せて

ります。このような海外情勢や気候などは、私たち

が到底コントロールできるものではありません。つ

まり、国内における食品や日用品の価格上昇は製造

に必要なエネルギーや原料調達の大部分を海外へ

依存していることに起因しており、状況によっては

調達が不可能になり得ます。生きていくために必要

な食料や日用品の調達可否が、私たちがコントロー

ルできない事情に委ねられていることをもっと危惧

しなければならないでしょう。国内自給率が低水準

の国家における “食の確保 ”は、グローバル経済の

下では何も保障されていないことを認識しなければ

なりません。

　そういった観点からも、生活クラブの共同購入は

私たちが必要な材を自己調達するための道具であ

り、手段だと捉えられます。流通経路が見えること、

生産方法が明らかなこと、余計な添加物を使用し

ないことなど、これまでおおぜいの組合員が消費材

に安全性を追求してきました。その結果、国内・道

内の産地や生産者との提携につながりました。私た

ちの共同購入を拡げる活動は、地域での自給率を

向上させる取り組みでもあるのです。また、組合員

自らが生活に必要な材として消費材を生み出し、さ

らに利用する人を増やしていくことは、グローバル

経済や一般市場が抱える課題の解決にもつながっ

ていきます。

　今年は、私たちや私たちの家族が安心して食を確

保し続けるためにも生活クラブの共同購入を拡げ、

生活クラブの価値を内外に伝えて拡大していく年に

しましょう。
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΋༏͘͠ͳり·すɻࠓ回ͷ保Թௐཧߨशձʹ͸ɺࢠҭͯ世୅΋ؚΊ 28 ਓͷ
〈ຈΤϧϓϥβࡳ  αεςΠφϒϧҕ員ձ　11�13  ࠵ओ〉   加͕あり·͠たɻࢀ

保Թௐཧ͸ɺ෸ಅしͨುを৽ฉࢴ΍όελΦルͳͲͰ
แΈɺอԹすΔͩけ。Թ౓͕Ώͬ͘ΓͱԼ͕ͬてい࣌͘
Έます。電ࠐ೤͕௨Γɺ่ࣽΕͤͣʹຯ͕しΈʹࡐ۩ʹ
Ͱ͖Δɺݮ࡟Խ୸ૉのഉग़をࢎを཈͑ɺೋ༺࢖΍Ψεのؾ
஍ٿͱՈܭʹ༏しいௐཧ๏Ͱす。

˛��ುをแΉ෍をʮお͘ΔΈͪΌΜʯͱ໊ͮけています。
。いໟ෍Ͱ΋୅༻0,ʂ�৽ฉͱॏͶてแΜͰ΋ݹ������

शձͰは͝൧をਬ͖ɺおͰΜͱ஡࿸ৠしをߨ�⾢
ɹ࡞Γましͨ。Ͳͪら΋ຯ෇けはফඅࡐのനͩし
ɹのΈ。Թ౓؅ཧ͕೉しい஡࿸ৠし΋ɺす

4

͕ೖら
ɹͣʹ͖ΕいʹͰ͖ましͨ。

˛��ುをแΉ෍をʮお͘ΔΈͪΌΜʯͱ໊ͮけています。
。いໟ෍Ͱ΋୅༻0,ʂ�৽ฉͱॏͶてแΜͰ΋ݹ������
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ᶃ クϩεϫʔυクΠζͷ౴͑
ᶄ ෦名ࢧ
ᶅ ൝ίʔυ  PS  ށ഑ίʔείʔυ
ᶆ 組合員ࢯ名
ᶇ 電࿩൪߸
ᶈ 本ࢽ΁ͷҙݟ΍ײ૝

ਖ਼ղऀのதから໊̑ʹফඅࡐ෱ାをϓϨθϯτʂ
ΫΠζの౴͑ͱ౰બऀはνϡϓ̎月߸Ͱ発දします。
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Ո଒のհޢ΍ࣗ͝਎の͜ͱͰɺ৺഑΍ෆ҆は͋ΓまͤΜかʁ�
Ͳ͜ʹ૬ஊしͨらいいのかΘからͳい࣌ɺおܰؾʹ͝૬ஊ
ͩ͘͞い。ݧܦ๛෋ͳέΞϚネδϟー͕お଴ͪしています。
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಺ɹ༰ ΍ͦ͘͘ศはɺ生׆Ϋϥϒのओཁͳফඅࡐをͪͨࢲ
͕ຖ月ʮ͜Εͩけར༻しますʯͱࣄલʹ約ଋすΔし
͘ΈͰす。生͕҆ऀ࢈৺してͭ͘ΓଓけΔ͜ͱɺͨࢲ
͕ͪ҆ఆして৯΂ଓけΔ͜ͱʹͭͳ͕Γます。まͣはɺ
̐月഑ୡのڇೕからελーτʂ��ूձͰはৄしいઆ໌
ͱɺαπϥΫ೶ڠから生ݱ࢈৔の࿩をฉ͖ます。
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